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特集「産業界における自律分散システムの新しい応用」　巻頭言
森　欣司*

New Trend in Applications of Autonomous Decentralized System to Industry
Kinji　Mori*
Abstract:  The concept of the autonomous decentralized system was proposed at 1977, and many enhanced researches and applications have been proposed in various industrial fields not only in Japan but also in abroad.　Three articles are adopted in order to introduce the updated industrial applications in this special issue. Being only part of many results, they are good examples, which show the new trend in the system.  

Keywords: autonomous decentralized system, application in industry
　自律分散システムのコンセプトを1977年に提案してから、すでに28年になる。この間、コンセプトから理論、アーキテクチャ、技術、実用にいたるまで、制御から通信／情報の分野を含め、国内から欧米そしてアジア、特に中国へとその研究開発活動が広がっている。4ビットのマイコンと光ファイバの出現に促されて始まったこの自律分散システムは、新たな技術上のシーズとニーズを取り込み、その中身は絶えず進展、変革してきた。コンセプトの変革が、いかに息の長い研究開発を生み出すかという典型であろう。

　自律分散のシステムコンセプトは、個（サブシステム）の統合としてシステムをとらえるものである。自律した個の統合したものを自律分散システムと呼ぶ。このような考えが出てきた背景には、システムの大規模、複雑化があるが、何よりも、システム自体とその環境が絶えず変化する状況が、むしろ常態となってきたことによる。全体を規定してからシステムやそこでの技術を考えるという従来のアプローチはできにくくなっている。このような状況は、益々、加速され、今ではむしろ当然のこととなっている。システムのトップダウンからボトムアップ設計、建設から運用指向技術などが、アプローチの違いとして論じられるのでなく、実現上の条件となってきている面もある。計算機システムなどでは、グローバル化、サービスの多様化、マーケットの変化、部門間または企業間の連携統合などにより、システムによっては、建設コストと建設後の運用コストが２：８になっている。しかも、このような動向は、業界を越え、世界的に広がっている。
　本特集は、システムを取り巻く環境、技術動向とともに、発展し続ける自律分散システムの最近の応用という面から構成されたものである。第1は制御システムにおける進展、第2は情報システムへの展開、そして、第３はアジア特に中国への浸透である。

第１の制御システムは、自律分散システムが最初に実現された代表的な例の一つである鉄鋼プロセスシステムを紹介している。１９８０年代に稼動を開始した自律分散システムは、今、部分更新の時期になり、自律分散オンライン拡張、オンラインテスト技術の効用が益々高まっている。また、当時の制御用計算機（プロセスコンピュター）に変わりPCやWSを用いたオープン系システムの下での汎用化技術とその実用化が述べられている。第２の情報システムでは、これまでの運行管理システムで用いられてきた技術をさらに大きく展開したJR東日本のIC-カードSUICAシステムが紹介されている。
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ここでは、IC-カード、出改札機器、サーバがそれぞれ自律した機能を持ちシステム全体として、高信頼性、高速性を実現している。しかも、このSUICAシステムは、当初１００万の利用者が３年を経た現在では１２００万に到達し、定期券の機能から現在ではデジキャッシュの機能をも取り込んでいる。これにともなうトランザクションのめまぐるしい増大、機能追加変更にも関わらずシステムはサービスを停止することなく稼動しながら成長し続けており、まさに自律分散システム技術が有効に生かされている。第３の中国における浸透として、自律分散システムの鉄道への展開とそのための技術が紹介されている。中国では、長距離輸送から都市地下鉄まで含め鉄道システムの計画、開発が大規模に進められている。このため、多様な運行形態に対応できうるシステムの設計面から自律分散システムが検討されており、その内容が紹介されている。

　本特集号では、最近の応用システムの一部を紹介したにすぎない。本計測自動制御学会やIEEEなどが主催学会として２年ごとに開催している自律分散システム国際会議ISADS(International Symposium on Autonomous Decentralized Systems) は、今年、第7回を迎え、４月に中国で開催された。そこでは、技術、応用についての広範な議論がなされた。主催した本学会以外の学会でも自律分散システムの特集号が組まれており、広範な分野での更なる発展を期待したい。
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